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研究成果の概要（和文）：本研究ではｅポートフォリオ間関係構造によるキャリア教育運用モデルと支援システムの開
発を進めた．ｅポートフォリオは，学生が蓄積するテキストデータを相互に閲覧することが可能となる．また，ｅポー
トフォリオ運用モデルは城西大学におけるモバイル端末を活用したキャリア教育支援（ＪＷＥＳＴ）のデータと同時に
活用した．
ＪＷＥＳＴのねらいは，就職課職員と学部の教職院との連携を強化するとともに，各学生の就職活動状況などの情報を
共有し，必要な支援，指導を即時に提供するなど，学生に対するきめ細やかな就職支援を図ることができ，個に合った
支援へ近づけることができた．

研究成果の概要（英文）：The career education operation model by the relations between e portfolios and 
the development of the supporting system were advanced in the present study. E portfolio can inspect the 
text data that the student accumulates mutually. And e portfolio operation model was used simultaneously 
with the data of JWEST.A career support Web system called Jwest was developed to help our university 
place students on a career path. Jwest keeps two kinds of records on each student : activity records and 
job hunting records.These records include the courses students took, their scores, extracurricular 
activities, and their job hunting experience (applications, examinations, interviews, results, etc.). 
Jwest keeps professors and career office updated on the job hunting situation of each student. This 
enables professors and career office staff to provide proper support, advice, and introduction of 
suitable carrier paths to each student.The support that adjusted to student's individuality was achieved.

研究分野： キャリアポートフォリオ

キーワード： ポートフォリオ　キャリア支援
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１．研究開始当初の背景 
我が国の大学においては，学生の社会的・

職業的自立に必要な資質能力の涵養のため
の指導（キャリア・ガイダンス）が義務化さ
れ，そのための教育課程や厚生補導を体系的
に行うこととなっている．今日，大学でも e
ラーニングシステム導入の進展が著しいが，
学生のキャリア支援においても，ｅポートフ
ォリオ活用を目指した取り組みが広がりつ
つある．現在確認できている中でも国内３０
以上の大学が，キャリア支援のためのｅポー
トフォリオの開発・運用に取り組んでいる．
一方海外の大学では，生涯教育をまでも視野
に入れたキャリア教育が始められている．こ
れら国内外の大学の多くは，「キャリア・デ
ザイン（目標の明確化）」が主眼となってい
るが，卒業後も含めた継続的な「キャリア形
成（目標をつかむ努力の継続）」（生涯教育）
の面では十分とは言えない． 
いずれの大学においても，キャリアｅポー

トフォリの蓄積に主眼が置かれ，どのような
ｅポートフォリオをどのような時期に集め，
それらをどのように活用することが相応し
いのかといった，キャリア教育（特にキャリ
ア形成）のための効果的なｅポートフォリオ
の活用まで十分に議論されていないのであ
る． 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では，キャリア教育のための

効果的なｅポートフォリオ運用モデルを開
発し，そのモデルに則ったキャリア教育支援
統合システムの開発を着手する．効果的なｅ
ポートフォリオ運用モデルには，長期的な活
用までも考慮する必要がある．そのためには，
ｅポートフォリオの蓄積時の場面や状況，活
動，ｅポートフォリオの種類，関連するｅポ
ートフォリオ，活用目的など，ｅポートフォ
リオ間の関係構造を管理運用することが必
須となる．また，利用者のキャリア学習が向
上することを考慮すると，関係構造が利用者
の能力に適応して動的に変化することが要
求される．本研究では，上記ｅポートフォリ
オ間関係構造の構築とそれを用いたキャリ
ア教育運用モデルの開発を中心課題として，
生涯教育までも対象としたキャリア教育支
援統合システムの開発を目的とする． 
目的を達成するために，期間内に以下の課

題を実施する． 
(1) キャリア教育のためのｅポートフ
ォリオの効果的な蓄積・活用を検討する．キ
ャリア教育に必要なｅポートフォリオをど
んなタイミングで蓄積し，どんなタイミング
でどのｅポートフォリオを活用し，どんな振
り返りを行うべきか，どんな活動をすべきか
と言った議論を行う．その結果，キャリア教
育のためのｅポートフォリオの種類やｅポ
ートフォリオ間の関係（ｅポートフォリオ間
関係構造）が明らかになる． 
(2) (1)の結果を用いた，生涯学習まで考

慮したキャリア教育のためのｅポートフォ
リオ運用モデルを開発する．  
(3)  (2)のモデルが運用できるような，
ｅポートフォリオシステムを基盤としたキ
ャリア教育支援統合システムを開発する．そ
の際，学習支援環境などの既存システムとの
統合も検討する． 
(4)  上記開発システムの運用を通し，
開発した運用モデルとシステムの評価を行
い，改善に向け検討する． 
国内で確認できているキャリア教育を進

めている大学の多くは，「キャリア・デザイ
ン」を支援するｅポートフォリオシステムを
開発・活用している．日本女子大の事例は，
キャリア・デザイン機能としての e ポートフ
ォリオを活用したシステムの構築という点
で高く評価できる．また，金沢工業大学など
の一部の大学では，「キャリア形成」までも
視野に入れ，さらには授業情報やｅラーニン
グシステムとの連携も進めている．しかしこ
れら研究は，卒業までの学生支援までにとど
まっている．一方海外では，特に英国や米国
などでさらに進んだ取り組みが実施されて
いる．たとえば英国ニューカッスル大学では，
卒業後も視野に入れた生涯学習にまで繋げ
ている，学習支援環境との連携を図っている，
雇用者側が望むスキル・態度を保証するエビ
デンスづくりを目指しているなど，特徴的な
先進的な取り組みが実施されている． 
 このように国内外のキャリア教育の状況
をみると，海外の取り組みは参考になる部分
が多くあるが，国内外を通して以下のような
問題点が存在する． 
（問題点１）どのようなｅポートフォリオを
どのような時期に集め，それらをどのように
活用することが相応しいのかといった検討
が不十分であり，実行可能なキャリア教育の
ための要件が不明確である．それには，ｅポ
ートフォリオ間の関係構造を明確にし，キャ
リア形成のための効果的な活用を議論する
必要がある．関係構造の明確化はｅポートフ
ォリオの存在を明示化し，議論をし易くする
などの利点を持つ． 
（問題点２）学生にとってのキャリア形成は，
単に就職先を決定した時点で完結するもの
ではなく，生涯のキャリア人生を通して展開
されるべきである．しかしながら多くの大学
では卒業までしか視野にいれていないため，
本来の意味でのキャリア形成ができる状況
にない（生涯教育まで考慮されていない）．
キャリア形成のための e ポートフォリオが，
学生本人が卒業後にも活用しうるものとな
るためには，どのようなシステム的要件が必
要であるのか検討が必要である． 
（問題点３）学習支援環境との連携が不十分
であるため，雇用者側が望むスキル・態度を
保証するエビデンスづくりが十分ではない． 
よって本研究では，実行可能なキャリア教育
のためのｅポートフォリオ間の関係構造を
明確にした運用モデルを開発し，学習支援環



境を統合し生涯学習を考慮したキャリア教 
育支援環境の開発を行うこととした． 
我々はこれまでに，就職支援のためのモバ

イル環境として，ＪＷｅｓｔ（Josai Web 
Station）をＧＰの研究として開発・運用に取
り組んできた．ＪＷｅｓｔは，教員・職員・
学生の三者が個別の学生の就職活動状況に
関する情報を共有できるキャリア支援カル
テや，情報提供等必要な支援を個別的・即時
的に提供できる機能を有し，学生に対するき
め細かな就職支援を図るものである． 
ＪＷｅｓｔは三者の連携を図るツールと

しての役割は十分にあるものの，キャリア教
育の視点で考えると十分ではない．さらには，
学生の修学情報や活動，成果物等の蓄積機能
が備わっていないため，学習支援環境やｅポ
ートフォリオとの連携が重要となってくる．
単純なデータ連携ではキャリア教育には繋
がらないため，ＪＷｅｓｔ，学習支援環境，
キャリアｅポートフォリオを基盤とした，キ
ャリア教育支援のための統合システム，それ
を用いた運用モデル開発が重要となってく
る．そこで本研究では，これらに着手するこ
とにし，ＧＰの延長上の研究として位置付け
ている． 
本研究の中心課題は，ｅポートフォリオ間

の関係構造を明確にした運用モデルの開発
である．キャリア教育の観点から，効果的な
ｅポートフォリオの蓄積と活用を達成する
ために，ｅポートフォリオの蓄積状況，活用
目的，状況，関連，ポートフォリオの種類な
ど，関係構造を如何に構築するかが研究のポ
イントとなる．このように，本研究は，関係
構造からｅポートフォリオの活用を議論し
運用モデルを開発することであり，独創性・
新規性を主張するものである． 

 
３．研究の方法 
以下の手順により，本研究を進める． 
第１ステップ：キャリア教育を指向したｅポ
ートフォリオの効果的な蓄積・活用の分析 
（１）国内外のキャリア教育・標準化動向の
調査 
（２）キャリア教育に効果的なｅポートフォ
リオ分析 
（３）キャリア教育推進のためのｅポートフ
ォリオの確定 
（４）ｅポートフォリオ間の関係構造構築 
第２ステップ：キャリア教育推進するための
運用モデルの開発 
（５）関係構造を用いたキャリア教育の活動
の確定 
（６）キャリア教育推進のための運用モデル
の開発 
第３ステップ：キャリア教育推進環境の開発 
（７）キャリア教育用ｅポートフォリオシス
テムの設計・開発 
（８）ＪＷｅｓｔ，教育支援環境との連携に
よるキャリア教育支援統合システムの開発 
第４ステップ：キャリア教育支援統合システ

ムによる実践・評価 
（９）上記の開発システムによるキャリア教
育の実践・評価 
（10）論文執筆等の公開 
 
４．研究成果 

本研究ではｅポートフォリオ間関係構造に
よるキャリア教育運用モデルと支援システ
ムの開発を進めた．ｅポートフォリオは，学
生が蓄積するテキストデータを相互に閲覧
することが可能となる．また，ｅポートフォ
リオ運用モデルは城西大学におけるモバイ
ル端末を活用したキャリア教育支援（ＪＷＥ
ＳＴ）のデータと同時に活用した． 
ＪＷＥＳＴのねらいは，就職課職員と学部の
教職院との連携を強化するとともに，各学生
の就職活動状況などの情報を共有し，必要な
支援，指導を即時に提供するなど，学生に対
するきめ細やかな就職支援を図ることがで
き，個に合った支援へ近づけることができた． 
本研究の達成は，長期にわたる利用者の

成果，スキルの向上，能力の保持などを保
証するに留まらず，振り返ることからの自
己学習が想起される支援をも含むことから，
我が国が求めるキャリア教育の体系化と基
盤作りに大いに寄与することと期待される． 
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